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「アディゲのエディゲ」 
～コーカサスに伝わる英雄伝承～ 
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 コーカサス地方には多くの民族が住む。彼らは古来、独自の文化をはぐくんできたが、そのうち
特筆すべき文化は口承文芸である。この地域の口承文芸のジャンルの中心は英雄叙事詩である。カ
フカースには世界的に有名な『ナルト』叙事詩が伝わり、本稿で取り上げるアディゲの人々もこの
物語を語り伝えてきたが、それにとどまらず、数多くの英雄物語を伝承してきた。 
ロシアのアディゲは、さらにその下位集団としてアディゲ人、カバルダ人、チェルケス人に細分
された。アディゲ共和国にはアディゲ人、カバルダ・バルカル共和国にはカバルダ人、カラチャ
イ・チェルケス共和国にはチェルケス人が居住する。もっとも、彼ら自身はみな「アディゲ」
Адыгэ を自称する。アディゲは広義のチェルケスと同義であり、アディゲの下位集団のひとつもチ
ェルケスと呼ぶことがあるため紛らわしく、注意が必要だ。さらに歴史的には、アディゲ人に加え
て、アブハズ人、アバザ人、ウブフ人も含めて、北西カフカースのムスリムを「チェルケス」と他
称したこともあり、混乱を招くが、本稿では、現在のアディゲ人、カバルダ人、チェルケス人を総
じてアディゲと呼ぶことにする。なお、アディゲはロシアのみならず、トルコをはじめ世界各地に
離散している。アディゲは、ディアスポラの民なのである。 
 中央ユーラシアにはエディゲという人物にまつわる伝承が少なくない。エディゲ Едиге とは、キ
プチャク草原を中心に中央ユーラシアの歴史に大きな役割を果たした遊牧政権ノガイ・オルダ（14
世紀末～17 世紀）の「創始者」である。ユーラシア中央部のテュルク系民族は、エディゲについて
伝える英雄叙事詩が語り継いできたが、興味深いことに、非テュルク系であるアディゲの人々も彼
を主人公とした物語を伝えてきたのである。 
 本稿では、アディゲに伝わる、エディゲという名の英雄を主人公とした二つの昔話のテキストを
紹介し、その特徴を指摘したい。ひとつはノガイ・オルダの「創始者」の半生を描いた「ハン・サ
ンテミルとハン・トフタミシュ」、もうひとつは勇者が異世界を旅する「末息子の物語」である。い
ずれもエディジ Эдидж（エディゲ）を主人公としているが、まったく異なるあらすじの、別の話で
あることが興味深い。とくに、「垂直多層世界観」1を背景とした「末息子の物語」の類話は中央ユ
                                                  
1 「垂直多層的世界観」については、拙稿「シャマニズムとテングリ信仰」小松久男編著『テュルク
を知るための 61 章』明石書店を参照。 
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『千葉大学　ユーラシア言語文化論集』 20（2018）：71 － 91
ーラシアに古来広く伝えられ、その主人公がエディゲと結びついていることが注目に値する。 
テキスト中の〈 〉内の小見出しは筆者がつけた。なお、本文中ポイントとなる箇所に下線を付
し、解説にてそれらについて論じた。 
 
１ ハン・サンテミルとハン・トフタミシュ2 
 
〈サンテミル、鷹を盗む〉 
 ハン・サンテミルとハン・トフタミシュはクナク（友人・盟友）であった。ハンの一人がもう一
人を訪ねると、これまでにないような豪華な宴が催された。宴のあと、彼らは狩りに出た。 
 ある日、サンテミルはトフタミシュに招かれた。サンテミルは狩りに行きたくなった。トフタミ
シュが客人を喜ばせなかったり、その望みを叶えなかったりしたことがあっただろうか！トフタミ
シュは馬に乗り、猟犬を連れて、支度を整えた。サンテミルはすでに狩りの準備ができていた。彼
らは出発した。 
 二人は何よりも鷹狩りが好きであった。今回も鷹を連れて、どちらの鷹が優秀かを競うことにし
た。トフタミシュの鷹が勝利した。そこで、サンテミル・ハンはトフタミシュの宮廷から鷹をわけ
てもらうことにした。何羽かの鷹を手に入れるために、宴を設けようとしたが、トフタミシュは同
意しなかった。鷹を与えたくもないし、金も必要ではなかった。トフタミシュは金持ちであり、宝
庫は金銀宝石であふれており、山の牧場は無数のカバルダ種の駿馬であふれていた。トフタミシュ
から鷹を手に入れることができないと考えたサンテミルは、卑怯な手を使うことにした。 
 攻め難く、力強い人がトフタミシュの鷹を守っていたら、どう対処すればよいだろうか。「でも、
いかに荒々しく機敏でなくとも、ハンはただの狩人よりも狡猾でなくてはならないぞ」、そうサンテ
ミルは考えた。 
 いつもよりも長くクナクのもとでもてなされ、ついに鷹を育てている場所に入ることができる合
言葉を知ることに成功した。 
 「求めれば見つかるだろう」とはよく言ったものだ。この含蓄ある言葉を心に、サンテミルはハ
ンの鷹を育てている７つの館に向かった。監視兵は彼の行く手を遮ったが、サンテミル・ハンは合
言葉を言い、自分の鷹のひなのために来たと説明した。トフタミシュ自身が自分の友人をここに寄
こしたと信じた監視兵は、サンテミルに二羽の鷹のひなを与えた。するとサンテミルは、トフタミ
シュに別れの挨拶もせず、宴の礼も言わずに、すぐに家に帰っていった。 
 別の日、トフタミシュは庭園を散歩し、自分の鷹を自慢したくなり、お付きの者たちに最近の狩
りについて語り、笑いながら言った。 
                                                  
2 Хан Сантемир и хан Тохтамыш, Сказки Адыгских народов, Москва, 1978, С.175-182.話者はカバルダ人。 
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 「わがお客様は、わしの白い尾の鷹が彼の鷹に勝ったので、そのまま別れも告げずにいなくなっ
たぞ」と、残念がった。 
 するとそれに答えて、館のお付きの者がこういった。 
 「ご主人様、どうして彼に鷹をあげてしまったのですか。本当に、次の時に彼に勝たせてやろう
とお考えなのですか」。 
 この言葉を聞いて、トフタミシュは自分の耳を疑った。すぐにサンテミルが自分の二羽の鷹を盗
んだことに気づき、激怒した。怒りのため、しばらくは一言も話せなかったが、やがて足踏みをし
ながら、叫んだ。 
 「今の言葉は嘘でしたと言ってみろ！」 
 だが、サンテミルが鷹をもっていったと、再び答えた。 
 トフタミシュは忠実な家来たちを呼び、鷹を管理していた監視兵を罰し、サンテミルの村を焼き
払い、サンテミルを捕虜にするよう命じた。 
 
〈孤児エディジ〉 
 トフタミシュ軍はサンテミルの村を焼き払ったが、サンテミル自身は逃げ出し、うまく助かった。
その時、一人の女が妊娠中で、自分の父のいる、別のアウル（村）に行っていた。そこで、彼女は
奇跡の男の子を生んだ。 
 アウルの住民は、トフタミシュが、サンテミルの村で生まれた男の子を皆殺しにするように命じ
たため、男の子たちを隠した。先の女も息子を手放し、老人に預けることとした。老人はその子に
エディジと名付けて、養育した。 
 長い時が過ぎた。エディジは成長したが、老人は他人の目に彼がつかぬようにし、彼がどこで育
ったかを決して明かさなかった。だが、老人の下で尋常でない男の子が成長したといううわさがト
フタミシュのもとにまで届いた。あの一件以降、トフタミシュは安らかに生きてきたのに！トフタ
ミシュは兵隊を送り、彼らにその男の子を捜して殺すように命じた。トフタミシュの兵士らはすべ
ての村を探索した。 
 彼らはエディジのアタルク（養育者）の屋敷に急いだ。ハンの家来が屋敷に入ると、老人は、ハ
ンがエディジのことを捜しているのだとすぐにわかった。つまり、若者を隠す意味はなかった。彼
はエディジがいる素振りを見せず、自分の「愚かな」息子を差し出した。兵士らは、トフタミシュ
がたくさんの褒美を約束していたので、男の子をつかまえ、アウルから連れ出し、その子を殺した
ことを喜んだ。 
 しかし、本物のエディジは生きていた。 
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〈エディジ、トフタミシュのもとへ〉 
 日に日に、一刻一刻と、エディジは成長し、すぐにハンサムで格好がよく、何も恐れない親切な
若者になった。老人は彼をとても愛したが、エディジを救うために死んだ我が子を、少しも忘れず
に悲しんでいた。そして、エディジが草原の戦士になると、老人はトフタミシュが彼の両親を殺し
たこと、老人がエディジをどうにか救ったこと、またエディジの代わりに、老人の「愚かな」息子
が殺されたことを語った。いまこそ、その復讐のため、トフタミシュを罰する時が来たと老人は言
った。 
 さらに老人は加えて言った。「だが、トフタミシュはすべてのハンの中でもっとも強くて悪いハン
だ。やつに勝つことは容易ではない。もしもおまえのことを疑いだしたら、すぐに殺すよう命じる
だろう。トフタミシュの懐に入り込むことは難しい。だが、あるハンが別のハンに客に行くという
習慣がある。今度はわれらのハンが行く番だ。おまえはその中のひとりに紛れ込むのだ」。 
 自分の軍隊をトフタミシュに向かわせる前に、サンテミルはエディジに言った。 
 「道中、七つ頭の化け物がおまえの行く手を邪魔するだろう。勇者のみが生き残れる。化け物は
おまえに触れることができない。おまえがトフタミシュのもとに着いたら、七つ頭の竜にどうして
殺されずにすんだのかを尋ねるだろう。だからこう答えるのだ。「何のお話か分かりません。私は、
七つ尻尾で一つ頭の化け物には会いました。七つの尻尾を斬りおとし、一つ頭だけを残して、ここ
に参ったのです」と。どんな質問でも、このように反対に答えるのだ。やつらは、おまえが私を殺
して、トフタミシュ・ハンに仕えるために来たと理解するだろう。そして、大切な客人としておま
えを受け入れるだろう」。 
 エディジは仲間とともにトフタミシュ・ハンのもとに現れた。彼らはまる一週間彼に仕えなくて
はならなかった。 
 エディジがハンのもとに長くいたか、少しの間いたのかわからないが、毎日ハンのところに行か
なくてはならなかった。エディジがトフタミシュのところに行くと、トフタミシュは毎回、歓迎す
るように玉座で立ち上がった。ハンの妃は、カバルダでは年長者や尊敬する人にたいしてのみ立ち
上がるのに、ハンが自分の家来に敬意を表すことに気づいた。トフタミシュ・ハンよりも偉い人が
いるでしょうか！妃は、このことをハンに伝えるとハンの怒りに触れると思い、一計を案じた。あ
るとき、目立たぬようにハンの衣服を玉座へピン留めしたのである。 
 そのとき、エディジが入ってきた。いつものように、ハンは玉座で立ち上がろうとしたが、ピン
留めのため玉座から立ち上がれなかった。戸惑う素振りも見せずに、エディジに命令をした。エデ
ィジが出ていくと、トフタミシュは妃のほうを向き、静かに尋ねた。 
 「これはどういうことだ？」 
 「ハン閣下、教えてください。あの若者は誰なのですか？」 
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 「おまえはなぜそのようなことを聞く？」 
 「閣下は、ご自分があの若者に敬意を表しているということにお気づきではありませんか。彼が
現れると、あなたは玉座でお立ちになっています。これは、あの若者が閣下を滅ぼす印に違いませ
ん」。 
 妻の言葉がトフタミシュの心を打った。何も返事はしなかったが、こう思った。「私が滅ぶとした
ら、私がこれまで滅ぼした一族の手によるものだ。あの若者がどの一族の出身なのかを調べなくて
はならない」。 
 ハンは賢者たちを集めた。彼らは考えて、こう決断した。濃いマフスマ3を作って、祝宴を準備す
ると。そしてその通りにした。トフタミシュはエディジを酒注ぎの役に命じた。エディジは宮廷の
真ん中に置かれた大きな桶のそばに立ち、マフスマを注いだ。トフタミシュの臣下は、エディジが
どの一族かを知るために凝視した。長らくそうしていたが、誰もハンにこの問いの答えを伝えられ
なかった。そのとき、ある老人が言った。 
 「クマ川の岸にカバルダでもっとも聡明な老賢者がおる。すでに 110 歳だが健在である。その人
ならば、あの若者の出身部族がわかるであろう」。 
 うわさが広まるのは早いもので、この老人の言葉はトフタミシュ・ハンのもとに届いた。ハンは
すぐにその賢者を連れてくるよう命じた。老人の言葉をエディジも知り、トフタミシュが何かを企
てるだろうと考えた。エディジは自分の騎兵たちにささやいた。 
 「自分たちの馬を、馬小屋から遠く離して置いておけ。いつでも走れる準備をしておけ。ハンの
馬の腹帯を切っておけ」。 
 やがて、アウルに老賢者がやってきて、トフタミシュとともにエディジのもとへと向かった。 
 「いいか、自家製の強いマフスマで最長老をもてなすのだぞ！」。 
 エディジは眉一つ動かさず、これから起こることに気づいていないふりをしていた。盃にマフス
マを注ぎ、老賢者に捧げた。老賢者はマフスマを飲み、注意深くエディジを見つめた。 
 老賢者は盃を空にし、ハンへの乾杯の言葉をこう締めくくった。 
「あの子は、顔はバルキーに、髪はクトゥリーに似ておる4」。 
 ハンは、エディジこそ、自分が探している人であると理解した。 
 すかさずハンは兵士らに命令した。 
 「エディジこそ、長年私の探していたやつだ。ひっ捕らえよ！」。 
 ハンにたいする義務を成し遂げた老賢者は、このすばらしい若者を救おうと考え、エディジにさ
さやいた。 
                                                  
3 マフスマ махъсымэ とは、ホップやキビなどで作ったアルコール飲料。 
4 テキストには、「この表現の意味は喪失している」との説明がある。これらは人名であると考えら
れるが、具体的にはよくわからない。 
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 「刀を抜いて、木の桶の上に飛び乗って戦えば、大丈夫だぞ」。 
 一瞬でエディジは刀をつかみ、一撃でトフタミシュを殺すと、行く手を片付けながら、柵に向か
って駆けた。塀を超えようとしたとき、自分の兵士たちが目に入った。その瞬間、エディジは馬に
飛び乗り、彼らはすべての柱を跳びはねた。 
 トフタミシュの兵士たちは追撃しようと、自分の馬に飛び乗ったが、腹帯が切られていたため、
騎兵たちは鞍から落ちて、出撃できなかった。 
 
〈サンテミルの娘を取り戻す〉 
 エディジは自分の軍勢とともに、サンテミルのもとに戻った。敵がアウルを攻撃し、サンテミル
の娘をさらっていったが、たとえ彼らが急いでも間に合わなかっただろう。ハンはエディジを呼ん
で言った。 
 「敵が不意にわれわれを襲った。見張りは殺され、私を縛り上げ、娘をさらっていったのだ。私
は、きっとエディジがおまえを助けてくれるぞ！と娘に叫ぶので精一杯だった。」 
 エディジは娘を取り戻すことを約束し、兵士は休む間もなく再び出発した。 
 長いといえば長く、短いといえば短い道を行き、ついに道中、敵が残した鍋を見つけた。そこで
は、まだ炭が焼けていた。周囲には昼食の残りの骨がころがっていた。 
 カバルダの間には、羊の肩甲骨で占うという古い習慣があった。賢者は骨を手に取り、そこに世
界を見て、知りたいことすべてを見るのである。 
 エディジも羊の肩甲骨を取って、占った。敵は休憩地で昼食を食べていた。そこには、肩甲骨占
いができる敵の賢者もいるのが見えた。つまり、敵もすでに追っ手が近づいていることを知ってい
たのである。どうしたらよいか。エディジは兵士らに、馬車にある水をすべて流すことを命じた。
その水は小川のようになった。エディジは鞍を前と後ろ反対に置かせ、馬に乗っているように見せ、
小川を渡っているようになるよう命じ、兵士らは言われたとおりにようにした。 
 トフタミシュ勢の賢者は肩甲骨でそれを見て、敵軍が撤退すると占った。 
 「休憩しましょう。敵は帰っていきます」と賢者は言った。彼らはのんびり休息し、歩みを急ぐ
ことはなかった。平原をゆっくり進み、人も馬も暑さと渇きで疲弊していた。森に到達すると、馬
は草を食み、それから水場に向かった。 
 そのとき、エディジは敵軍を欺くため、自分の騎兵らにこう言った。 
 「私はこれから敵陣にむかい、彼らの調理人になる。おまえらは距離をあけて、私の後に従え。
出発したら、茂みごとに肉を置く。これはすべて順調ということだ。だが、もし肉が見つからなか
ったら、急いで助けに来てくれ。すぐそばに近づいたら、薪に火をくべてくれ。それで近くにいる
ことがわかるだろう」。  
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 そしてエディジはトフタミシュの軍隊に声をかけ、彼らに追いつくと、調理人として雇うように
頼み込んだ。拒絶しようとする者もいたが、エディジは頭目に会わせるように迫った。 
 「私は、私のことを認めない人とも仲良くやりますよ。でも、私は戦士で秩序に従います。それ
で、私をあなたについて行くことをお願いしたのです。前進しなくてはなりません。お願いいたし
ます。あなたには大軍がありますが、私はたった一人です。完全な軍隊が一人の少年に脅かされる
ということがあるでしょうか。私は小さな人間です。命令されたことしかできません。もしも何か
疑わしいことがあったら、どんな仕打ちでも与えてください」。 
 頭目は、この均整の取れた少年とその物腰、聡明な言葉が大いに気に入った。そして、トフタミ
シュの賢者が「閣下、私の言うことをお聞きください。私が（占いで）見た川を渡る者は、まさに
この若者なのであります」と囁いたにもかかわらず、頭目はその言葉には耳もくれず、エディジと
の会話を続けた。 
 「栄光ある若者よ、わしもまた命じられたことしかやらぬ。だが、わしより先におまえが我が国
に行くことは望まぬ。引き返して、一週間後にわしらに合流せよ！」。 
 エディジは一言も反駁せず、ただじっと考え込んでいた。再び、軍隊の長はエディジに向かって、 
 「なんだ、栄光ある若者よ、どうする、わしらのもとで調理師になるか？」。 
 「なんですって、ならなければ、ほかに何もありません。調理師になります！」。 
 こうして、エディジは敵軍の調理師となった。すぐに敵兵たちとも打ち解け、頭目の信用を勝ち
得た。休憩ごとに約束通り、肉の塊を置いていった。 
 彼らは平原を通り過ぎ、緑の森にたどり着いた。馬に草を食ませ、自分たちは休息を取った。時
が経って、馬を水飲み場に連れていくと、小川に遠くまで細い紐がうねっていた。あるものは、全
員がそれぞれ自分の馬に水を飲ませるべきだといい、別のものは、数人がすべての馬を水飲み場に
連れて行けばいいと、議論になった。 
 彼らは長いこと議論していたが、結局、騎士の半分が馬を水飲み場に連れていき、それからすぐ
に馬を大きな町に連れていくことにした。残りの者もそこに行くことにした。彼らは分かれた。エ
ディジは急がず、昼食を片付けて、それからゆっくりと大きな町へ向かった。 
 まもなくエディジの部下たちが宿営地に到着したが、茂みに肉の塊は見つからなかった。彼らは
急がねばならず、疾駆した。敵軍に近づき、道をそれて、焚火をつけた。一方、エディジも自分の
焚火をつけた。エディジの部下たちは彼に追いつき、まず彼と一緒にいた料理人たちを殺した。 
 それからさらに疾走し、トフタミシュ軍の歩兵らに追いつき、彼らと戦った。エディジは小屋か
らサンテミルの娘を連れだし、自分の馬に乗せ、風のように駆け去った。エディジの兵らは水飲み
場に駆けて、敵兵をすべて捕らえ、戻っていった。 
 
－ 76 － － 77 －
〈帰還〉 
 エディジの騎兵は難渋して、ひどく疲れてしまった。それで、いつまで疲れずに走れるだろうか、
と不平の声が出た。彼らはエディジに従うことをやめた。 
 夜になり、軍隊は大きな川に近づいて、それを渡らなくてはならなかったが、それは家まで目と
鼻の先であった。だが、兵士らは言うことを聞かなくなっており、エディジの言葉に耳を貸さず、
エディジはどうしたらよいか困り果ててしまった。 
 川岸に立ち止まり、運べるだけの石を拾ってくるよう、一人一人に命令した。疲れてやる気のな
くなった兵士らは命令を実行せず、たくさんの石を集めたものはわずかで、屈みもせず、小石すら
拾わないものすらあった。川を渡った時、兵士たちはついにへとへとになって、運んだものを捨て
てしまった。 
 彼らはようやく自分のアウルに戻り、自分の家にそれぞれ帰った。休んでいるときに、拾ってき
た石を見てみると、それらは純金になっていた！ 
 彼らは、賢明なエディジの助言を聞いていたのに、１ローカチ5もあったのに手に入れられなかっ
たではないか、いつも言われたことをやっているべきであったと、自分を罵った。 
 一方、エディジはすぐにサンテミル・ハンのもとに向かった。娘が元気で生きていたことに、ハ
ンは喜び、娘をエディジと結婚させた。盛大な結婚式が行われ、エディジは美しい妻と睦まじく幸
せに暮らした。 
 
 
【解説】 
 本作品の注には、「この物語には、『末息子の物語』と同様に、多くのテュルク系諸民族の英雄叙
事詩や物語の登場人物エディゲ Едиге (Едиж, Эдидж)が主人公として登場する。この物語のあらすじ
は、テュルク諸民族の類似するフォークロア作品の伝統的なあらすじにきわめて近い」とあり、テ
ュルクの伝承との類似性が強調される。主人公が、遊牧政権ノガイ・オルダの「創始者」であるエ
ディゲ（1356 頃？-1419）であることや、サンテミル（シャー・テミル、すなわち「皇帝ティムー
ル」）の転訛した形。ティムール朝を興したティムール（1336-1405）のこと）やトフタミシュ（ジ
ュチ・ウルス（「キプチャク・ハン国」）のハン（在位 1378-95））といった当時の歴史的な人物が登
場することからも、この話は、中央ユーラシアに広がる「ノガイ大系」のひとつ『エディゲ』のヴ
ァリアントのひとつとみなすことができる6。エディゲについて歌う伝承は、カザフやカザン・タタ
ール、バシュコルト（バシキール）、クリミア・タタール、カラカルパクなど、主にテュルク系諸民
                                                  
5 およそ 0.5m。 
6 エディゲについては、拙稿「ノガイ・オルダの創始者エディゲの生涯」『和光大学表現学部紀要』8
号、2007 年を参照。 
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族に語り伝えられてきたが、テュルク系ではないアディゲの人々も伝えてきたことを、この英雄物
語は示す。このことはテュルク系民族のみならず、ノガイ・オルダの威光が及んだ地域に住んでい
た人々もまた、その有力者について語り継いできたことを意味するものといえよう。 
 「エディジ」は、エディゲの転訛である。テュルク系諸民族に伝わる『エディゲ』の伝承では、
父は伝説的なイスラーム聖者、母は天界から鳥の姿で地上の泉に降り立ったペリ（天女）であるこ
とが多い。二人は夫婦となり、やがて母は男の子を宿すが、その子を地上に産み落とすと、天界に
飛び去っていく。天涯孤独となった男の子は「エディゲ」と名付けられ、養父のもとで育つという
あらすじが一般的であり、アディゲのこの物語も同じように老人の養子となって成長する。 
 この物語の構成は、エディゲについて伝える他のヴァリアントと同様の構成であるが、エディジ
（エディゲ）の出生や幼少期については他のヴァリアントとは趣が異なる。多くのヴァリアントで
は、物語の冒頭はいわゆる「天人女房」である。エディゲは、イスラーム聖者と天から鳥の衣をま
とって降り立った天女との間に生まれる。 
主人公が、ジュチ・ウルスのハンであるトフタミシュの養子として成長し、やがて袂を分かち、
ティムールのもとに身を寄せて、トフタミシュを打ち破るというあらすじは、テュルク系の『エデ
ィゲ』の多くのヴァリアントと共通するものである。物語の冒頭では、トフタミシュとサンテミル
との蜜月関係が示される。仲たがいする前のトフタミシュとサンテミルの関係は大変良好であった。
文中のクナクとは「友人」を意味し、本来は「客人」を意味するテュルク系の言葉であったと考え
られる。現在も、中央ユーラシアの人々は客人をもてなすことを美徳としているが、それは古来の
しきたりであり、おそらくはすべての遊牧民に共通した性格といえるであろう。 
 クナクであるトフタミシュとサンテミルは鷹狩を楽しむ。鷹狩は、中央ユーラシアにおいて古来
盛んであり、「鷹狩文化の起源は紀元前 1000 年頃の中央ユーラシアと推測」する説もある7。とく
に君主や有力者は鷹狩を趣味としていたようで、『エディジ』でサンテミルとトフタミシュが鷹狩に
興ずる様子は、それを反映している。この物語のように、エディゲにまつわる伝承では、鷹狩にも
ちいられる優れた鷹がトフタミシュとの不和を招いたと歌われる。『エディジ』のほかにも、カザフ
やノガイ、クリミア・タタールのヴァリアントでは、エディゲの父はトフタミシュの家臣で、彼の
鷹の番をする任に当たっていたが、敵対するティムールにその卵を密かに与えたというかどで処刑
されたと伝えられる。『エディジ』では、エディゲの父ではなく、サンテミルが鷹を盗んでいくが、
いずれにしても、エディゲにまつわる伝承では、鷹を奪われたトフタミシュとそれを手に入れたテ
ィムールとの対立が伝えられるのである。「ハン・サンテミルとハン・トフタミシュ」では、ティム
ールもトフタミシュも、卑怯な手で鷹を手に入れたり、報復として村人を皆殺しにしたりと、いず
れも自己中心的で傲慢な人物と描写される。 
                                                  
7 相馬拓也「騎馬鷹狩文化の起源を求めて」『ヒマラヤ学誌』18 号、2017 年、158 頁。 
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 この物語にはファンタジックな側面もある。七つ頭の竜が登場し、勇者であるエディジはこれを
退治する。このような七つの頭の化け物は、ユーラシアの広い範囲に伝わる超自然的な存在で、た
とえば南シベリア・アルタイには、ジェルベゲンという名の七つの頭の化け物についての伝承があ
り、アルタイの英雄叙事詩『アルプ・マナシュ』では、ジェルベゲンが主人公に吹き飛ばされる。
七つ頭の化け物はユーラシアの伝承ではなじみの深いキャラクターなのである。 
 さて、ハンが宮殿内に入ってくるエディジに、無意識のうちに玉座から立ち上がって敬意を示す
場面がある。これは、エディジのもつ特別な「オーラ」がなせるもので、ハンよりもずっと偉大な
存在であることを意味する。エディジのすぐれた特性はこうした描写にも明らかである。 
 その威風をいぶかったトフタミシュ・ハンは、エディジの素性を探るために、老賢者に頼る。こ
の老賢者は、テュルクの英雄伝承にしばしば登場する賢人の姿に類似する。トフタミシュの味方だ
ったはずの老賢者はエディゲに助言し、その忠告によってエディゲはトフタミシュを一撃で殺し、
復讐を果たす。 
 復讐を果たしたエディジの次の冒険は、サンテミルの娘をさらっていったトフタミシュ軍の残党
を倒し、彼女を取り返すことである。テュルク系の『エディゲ』でも、ティムールの娘が敵に誘拐
され、エディゲが連れ戻すという場面があり、この点もテュルク系の伝承と類似する。 
 この物語で興味深いのは、肩甲骨占いを行う場面があることで、とくに敵の占い師のみならず、
主人公であるエディジ自身が肩甲骨占いをするということである。つまり、エディジは勇士である
と同時に、超能力をもつ占い師でもあるのだ。ユーラシア各地では古くからさまざまな占いが行わ
れてきたが、その中でも甲骨占いの歴史は古い。次にとりあげる「末息子の物語」では羊のくるぶ
しをおもちゃにして遊ぶ様子が描かれるが、羊のくるぶしも占いに用いられていたようだ。この場
面は、エディジが占いによる「千里眼」の能力をもつ勇士であることを示す重要な場面であり、か
つての遊牧民の君主は「シャマン」であったという説を補うものでもある8。 
 サンテミルの娘を救出し、敵軍の残党を捕らえて勝利したエディジは、家来たちに石を集めるよ
うに命じる。そこから運んだ石はのちに金塊となっているのだが、疲れ果ててしまった家来たちは
命令に従わない。この現実離れした場面では、エディジの不可思議な特殊能力を示すとともに、リ
ーダーの命令の通りにすれば利益が得られるという、一種の「教訓」の意味もあるのかもしれない。 
 ほとんどの『エディゲ』のヴァリアントでは、主人公の息子が登場し、のちのノガイ・オルダへ
の発展を暗示する展開となるが、この物語には、ティムールの娘と結婚し、幸せに暮らしたという
結末で終わっているため、その子孫やノガイ・オルダへの展開につながる描写はない。エディジと
いう人物の一代記となっているのも、このヴァリアントの特徴といえよう。  
                                                  
8 護雅夫『遊牧騎馬民族国家』講談社現代新書、114 頁。 
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2 「末息子の物語」9 
 
〈幼いエディジ〉 
 ある夫婦がいた。７人の息子がいた。長兄はいつも行軍に出ていたが、末息子エディジは朝から
晩まで道端で友達と埃まみれになって遊んでいた。 
 エディジは仲間と遊んで負けたり、もっているくるぶしの骨10のおもちゃを取られたりしたためし
がなかった。しだいに、同年代の友達は彼と遊ばなくなった。それでエディジは彼らを脅かしたり、
羊のくるぶしを取ったりしたが、それ以降、だれもエディジと遊ぼうとするものはいなくなった。
彼は退屈になり、父にこう言った。 
「お父さん、私も父さんの息子です。兄さんたちと一緒に出陣させてください」。 
父親はエディジを見て、笑った。 
「そうか、行軍に加わりたいのか。だが、おまえは馬に乗って、村はずれに行くのだ。おまえはま
だ幼い。エディジよ、二年目にズボンをはけ。大きくなったら、行軍に加われ」。 
 エディジは悔しくて、長いことひどく泣いていたが、それでも父親は許さなかった。 
 一年が過ぎた。だが、父は再び家に残るように命じた。それからまた一年が経ち、息子は父に頼
んだ。「お父さん、今度は兄さんたちとの行軍を許してください」。 
 「息子よ、おまえはまだ幼い。もう少し、待つのだ」。 
 「いいえ、父さん、もう十分に待ちました。もし、私を置いて行っても、自分で行くことにしま
す」。 
 「おまえは功を急いでいるのだ。だが、おまえはまだまだ幼い。13 歳になったら一人前だ。その
ときになったら出陣を命じる。おまえの骨はまだ小枝のようにもろい。いま出陣したら、ろっ骨が
折れるだろう。勇士にはたくさんの困難が待ち受けている。おまえはそれを行うにはまだ小さいの
だ」。 
 「私はもう何でもできます、お父さん」とエディジは言った。「木のてっぺんから落ちても、父さ
んには泣き言ひとつ言いませんでした。でも、パット兄さんがあまり高くない木から落ちた時、腕
を折って、泣いたことがあったでしょう。それでも、父さんは兄さんの出陣を認めました。でも、
私には認めてくれない」。 
 どれほど父親に説いても、それはまったくの無駄であった。そこで、エディジは決心した。 
                                                  
9 Сказка о младщем сыне, Сказки Адыгских народов, Москва, 1978, С.104-111. アディゲ自治州（当時）
Теучежский 地区 Ассоколай 村の語り手 Исхак Габлизович Беретарь 自身による記録（当時 26 歳）。
1937 年 11 月 14 日採録。アディゲの下位集団 Бжедуг 族出身。 
10 テキスト原文では альчик。カザフのアスクやモンゴルのシャガイ。アストラガロス astragalos とも
いう。 
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 「たとえ、父さんや兄さんたちの許しがなくても、自分で勝手に行軍に加わろう。たくさんの戦
利品をもって戻ったときに、父さんにぼくがまだ幼いか、もう大人かを答えさせるんだ」。 
 父親はその時、昼の礼拝をおこなっていた。 
 「父さん、神様に聞いてみてください。神が私に勇敢さを示させるかどうかを」というと、家か
ら出て行った。 
 父は礼拝を途中でやめるわけにいかず、その間にエディジは馬に鞍を置いて、三度鞭打つと、敷
居に近づき、「ぼくのことは心配しないで」といって、出発した。 
 
〈高い山へ〉 
 長いこと行ったか、短いこと行ったか、エディジはあるアウル（村）に来た。人気のないところ
で、馬を降りた。馬は足がほとんど動かず、エディジも疲れていた。突然そこに中背の男が現れた。 
 「ぼうや、夜歩き回ると危ないぞ。私の家にお客に来なさい」とエディジに言った。 
 「いいえ、ありがとうございます。私は旅をしており、のんびりしている暇はありません。海で
なく、大地で歩きさえすれば、私の馬は何にでも打ち克つでしょう」とエディジは答えた。 
 すると、その男は家に戻っていった。 
 「あの子にどんな不幸が降りかかるだろうか」と男は妻に言った。 
 男は妻にエディジと出会ったことを話した。その話を聞いた、男の娘はその子に会ってみたくな
った。彼女は外に出たが、もう誰もいなかった。 
 「きっとその人は真の勇者で、父さんにあのようなことを言ったのだわ。もし不幸にも死んでし
まったら、悲しいことだわ」。そう思って、娘は家に戻った。台所のひさしの下で、娘はその見知ら
ぬ若者のことを考えていた。そのとき、父が家から出てきて、誰かがひさしの下にいることに気づ
いた。 
 「こんなに暗い夜にひさしの下にいるのは誰だ？」。そう言って見てみると、それは自分の娘であ
った。「夜中に何をしているんだ。私を驚かそうとしたのか。頭がどうかしたのか」。 
 「お父さん、どうしてそんなことを言うの？誰ともお話をすることができないのよ」と娘は答え
た。 
 「なんでそんなことを？」 
 「お客さんを逃がしたからよ。もしもきちんとお話しすることができたら、その人を招き入れる
ことができたのに」。 
 「じゃあ、腕づくでも連れてくればよかったというのか？」 
 そのころ、エディジは歩みを進めていた。手に灯りを持った男と出会った。その男は足元を灯り
で照らしていた。口には銀のパイプをくわえていた。 
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 男はこう言った。「お若いの、家にいらっしゃい。このあたりで、おまえさんよりも勇敢な人は見
たことがない。もう 4 年もこのあたりには一人の若者も来ないのだ。どうぞお客人になってくださ
い。私は長い間、このあたりで真の勇者を探し回っていたのだ。そして、今ついに見つけ出したの
だ！」。 
 エディジはこう答えた。 
 「きっとお間違いでしょう。あなたが必要とするようなものではありません。もしも私の名前を
尋ねるなら、私の名はエディジです」。そのあたりでは、誰も彼のことを知るものはいなかった。 
 「いいや、若いの。おまえさんが遠いところからやってきたことはよくわかる。もしも本当の仕
事を求めていないのなら、故郷からこんなに遠く離れたところに来るはずがない。恥をお望みでな
いのなら、年長の言うことを聞いて、私の家に来るのです」。 
 エディジは年上のものを侮辱できず、また招待を断ることもできなかった。手綱を柱に結んで、
馬を停めて、客間に入った。 
 すぐに鶏料理チェトリブジュでもてなされ、寝床が用意された。主は美しい娘をエディジに嫁が
せることにした。 
 二週間が過ぎた。ある朝、主はエディジを呼んで、こう言った。 
 「婿殿よ、もう疲れはとれたかな。これから行かねばならぬのだ」。 
 「では参りましょう」とエディジは答えた。 
 「馬に乗る必要はない。馬車に乗って行けばよい」と主は言ったが、どこに行くかは言わなかっ
た。 
 彼らは出発し、ある高い山に近づいた。 
 そこで停まり、馬車に繋いであった一頭の馬を外し、それを屠った。それからエディジに向かっ
て言った。 
「わしが娘をおまえに嫁がせたのは、おまえが勇敢な人間だからだ。もしそうなら、馬の皮を身に
着けることで自分自身を守ることができる。この山には、鷲の巣がある。その鷲は、人間や家畜、
馬や牛を自分の巣にさらっていくのだ。その鷲はおまえも山に連れ去るだろう。そこでおまえはた
くさんの金銀や武器を見つけるだろう。それを下に向かって投げるのだ。それから、おまえが無事
にもどってくると信じておる。」 
 「もし私がそれをできなければ、誰がほかにできましょうか」とエディジは言って、馬の毛皮を
身に縫い付けた。 
 鷲はその馬を見るやいなや、下降し、エディジを山に連れ去った。やがて鷲が飛び去ると、エデ
ィジは刀を抜き、馬の毛皮を切りすて、立ち去った。よく見てみると、別の世界にいることに気づ
いた。そこには、たくさんの金銀・武器があった。エディジはそれをみな下に落とすことにした。
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それらが下に落ちる音はしたが、義父の老人は何も言わなかった。そこで、エディジは叫んだ。 
 「ここにはもう金も銀もありませんよ！」。 
 返事はなかった。老人はエディジが落としたものをすべて手にすると、逃げて去った。昼が過ぎ、
夜が過ぎたが、老人は現れなかった。エディジは地上に戻りたかったが、どうすればいいかわから
なかった。 
 
〈鳩の娘との結婚〉 
 そこで、そこがどんなところか調べてみることにした。長いこと歩いていくと、ついに庭園のあ
る、高い塀に囲まれた、美しい城にたどり着いた。宮殿には入り口が一つだけあり、そこには見張
り兵が座っていた。 
 エディジはとてもおなかが空いていたので、見張り兵に城の中に入れてくれるよう頼んだ。中に
入ることは許されたが、何があっても木々の小枝一本傷つけるな、果実はすぐに食べよ、ポケット
に入れるな、と注意された。さらに、もうじき三羽のハトが飛んできて、木にとまるが、そこに近
づくなとも言われた。 
 エディジはリンゴをいくつかもいで、そこで食べ、ひとつもポケットに入れることはなかった。
それから庭園を散歩していると、突然三羽のハトが飛んできて木にとまった。 
 エディジはハトを見たくなり、ハトがとまっている木に近づき、その会話を聞いた。 
 「水浴びしましょうよ」とハトの一羽が言った。 
 「なんで話すのよ。誰かに聞かれるわよ」と別の一羽。 
 「誰が聞くのよ。ここには人間はいないわ。いつも水浴びするところに行きましょうよ」と一羽
が言うと、飛び去っていった。すると残りの二羽も飛んでいった。エディジはハトを追いかけた。
すると、ハトはとても美しい娘の姿になっていて、水浴びを始めた。その間にエディジは彼女たち
の衣に忍び寄り、一番美しい娘の羽毛の衣を持ち去った。娘たちが水から出ると、二人は再びハト
の姿に戻り、飛び去ったが、一羽は裸のまま泣き出した。 
 「あなたはどうしてそんなに泣いているんだい？」エディジは尋ねた。 
 「私の衣が盗まれたのです。それで泣いているのです。お姉さんたちは飛び去りましたが、わた
しはここに残されたのです」。 
 「私の望みを聞いてくれたら、その衣を渡しましょう。でもだめなら、裸のまま家にお帰りなさ
い」。 
 娘は尋ねた。「どんな望みですか？」。「私の妻になってほしい」とエディジは答えた。 
 「では父の所へ行って、私との結婚を許してもらってください。父の住処を教えましょう」。 
だが、エディジは我を通した。そこで、娘はハトの衣を返したら、妻になるということに合意した。 
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エディジは衣を返したが、ハトの仮面だけは返さなかった。その仮面がないと、空を飛べないのだ。 
二人はあるアウルに行き着き、この貴族（プシ пщы）の娘と結婚したと説明した。 
アウルは二人を受け入れ、二人はそこで暮らすことにした。だが、エディジは妻に優しくしよう
とか、何もせず、妻も夫に冷たく当たった。妻が病んだので、エディジが帰宅した。やがて二人に
娘が生まれた。 
 エディジは尋ねた。「どうしておまえはそんなに苦しんでいるのだい？」？」 
「ハトの仮面がない限り、苦しみ続けるでしょう」 
それまで、エディジはハトの仮面は川に捨てたと言っていたが、もう長く一緒に暮らしてきたし、
娘も生まれたので、仮面を妻に返してやることにした。するとすぐに彼女の苦しみは止まり、エデ
ィジは彼女が望むあいだ、仮面を預けてやった。 
ある日、エディジが外出しているときに、妻はハトの仮面をつけて、娘を連れて、飛び去ってい
った。 
エディジが帰宅すると、妻がいない。逃げ去ったことを理解した。悲しく恥ずかしくなり、旅に
出た。 
 
〈鳩の娘の実家で〉 
ずっと歩いていくと、一本の川にやってきた。浅瀬を探して、川沿いを歩いていると、小さなア
ウルがあった。そこで三日過ごし、出発した。昼も夜も歩き、疲れると休んで眠り、起きるとまた
歩みを進めた。 
このようにして、エディジは別のアウルに来た。そのアウルでは、饗宴の真っ只中であった。エ
ディジもそこへ行き、端に座り、様子を見てみた。そこには妻の姿が！彼女は高貴な娘の姿ではな
く、召使い（ウナウトカ унэІутка）の身なりで、料理を供したり、薪を運んだりしていた。エディ
ジは隣に座っている人に尋ねた。 
「これは何のための饗宴で、あの召使いの娘は誰ですか」。 
「あの娘にとってこの宴は面白くないだろうよ。あの娘は貴族の娘なんだが、召使いのようだ。
どうしてかって？それは、彼女は何年か前にいなくなって、ずっと父親は悲しんでいた。でも娘が
戻ってきて、それでプシは祭日とした。でも、貴人の格好をすることを禁じた。それは娘が赤子と
ともに戻ってきて、その父親がどこにいるのかわからないからなのだ。それで父親を侮辱したとい
うことで、貴人としての立場を取り上げられて、召使いとなったのだ」。 
「それでは、あの娘に近づいて、客人のなかに“エディジがいる”と伝えてください」。 
その人はエディジの妻に近づき、こう言った。 
「言付けがあります。エディジという人があなたに会いたいと言っています」。 
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「それは私の夫です！」。彼女は喜んで、父のもとに駆け寄った。 
貴族の父はエディジを招き、彼と長いこと話をした。エディジがすべてのことを話すと、貴族は
「私の婿がやってきた。このお客人、エディジを祝して宴を続けよう」と言った。 
そして、饗宴は七日七晩続いた。 
慣例にしたがって、妻側に納める結納を支払わなければならなかったが、エディジはそれを持っ
ていなかった。 
どうやって結納金を手に入れよう？エディジは祖父がよく言っていた言葉を思い出した。 
「鹿は自分が生まれた場所に戻る」。そこでエディジは故郷へ戻ることにした。 
 
〈地上世界へ〉 
しかし、どうやって地上に戻れるだろうか？エディジは考えに考えて、自分を山に連れてきた鷲
ならば地上に戻してくれるだろうと考えた。そして、三羽のハトを見つけ、リンゴを食べた庭園に
行き、さらに先を行った。ついに、鷲の巣がある険しい断崖にやってきた。 
鷲が寝ているときに忍び寄り、背中にしっかりとしがみついた。朝になり、鷲が飛び立ち、下降
していくと、飛び下り、地上に戻った。 
エディジは、山上での出来事をすべて話したが、誰も信用しないので、悔しくなった。金銀を集
めて隠し、ポケットの鉱物を取り出し、隣のアウルに向かった。そこで馬車を数台買い、山の方に
戻り、馬車に金銀を積み、かつて老人と会ったアウルまで戻ってきた。義父の老人はエディジを認
めた。 
「神様がわしと娘をお救いになり、エディジを戻してくださった。エディジはわしを叩くだろう。
だから、優しく出迎え、怒りを抑えておくれ」。 
そして、娘をエディジに会いに行かせた。娘は、父がエディジにやった仕打ちを知らないふりを
して、父の言う通りにした。エディジは真の勇者のように、老人から受けた侮辱を彼女に悟られな
いようにした。 
二人が家に近づくと、父親は門のそばで待っていた。 
「誰かと思えば、幸運にもここに戻ってきたのだね」。 
「私はあなたに会いたくはない。あなたは金持ちになろうと私を裏切ったが、それは失敗に終わ
った。この娘に免じて怒りをおさめるが、おまえの命は私の手のなかにある。もしも生きていたい
のなら、私の馬を探してこい。もし見つからなければ、たとえ七つの魂があろうとも、おまえを殺
す」。 
「あなたの馬はこちらにございます、婿殿。さあ、お入りください」。 
「馬をもってこい！私はおまえよりも若いから、年長者に指図はできない。だが、おまえが嘘つ
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きでいる限り、敢えてこうする。馬を連れてきて、鞍を置け！」。そして、娘の方を向き、「もし私
の妻になりたかったら、すぐに着替えよ。私はもう七年も肉親に会っていないのだ。会いに戻りた
い」。 
 
〈故郷へ〉 
妻はすぐに着替えて、エディジの父がいるアウルに向かった。アウルで宴が行われているときに、
二人はやってきた。それは、息子を探し出す望みを失った、エディジの父が彼の追悼のために行っ
ていたのであった。 
息子が生きて帰ってきたと知った父親は喜びながら息子を抱きしめた。 
「以前は小さかったのに、今ではすっかり立派になって」。 
エディジは三台の荷車の金と三台の荷車の銀をもってきた。彼と会った人に一台の荷車の金と一
台の荷車の銀を与えた。 
エディジの帰郷を祝う宴は七日続いた。 
エディジについての知らせは皇帝の耳にも入り、皇帝はエディジを連れてくるように命じた。エ
ディジがやってきた。 
「おまえはどうやって鷲を殺したのだ？」と皇帝は尋ねた。 
「鷲はこうやって殺したのです」とエディジは皇帝にあったことをすべて話した。皇帝はエディ
ジに言った。 
「その鷲はこの国から人々やたくさんの馬や家畜を連れ去っていたのだ。私はこの鷲を殺したも
のに馬群を与えると宣告しておった。私の馬群から最上の名馬をもっていきなさい。おまえの勇敢
さと知恵への報酬だ」。 
皇帝はエディジに馬群を与え、敬意をもって自宅に帰した。帰途、エディジは馬の半分を欲しが
るものへ与えた。残りは家へ連れ帰った。 
それ以後、エディジは自分のアウルで、長寿で幸せな人生を送った。 
 
 
【解説】 
「末息子の物語」の主人公もまた、ノガイ・オルダの「創始者」と同名のエディジという。この類
話は中央ユーラシアに広く伝わるが、主人公の名は同一ではなく、トシュトゥク、トゥグルク、ケ
ンジャなどと様々に異なる。「末息子の物語」はエディゲ（エディジ Едиж）の名が使われているが、
先に取り上げたノガイ・オルダの創始者にかんする伝承とは全く異なる内容である。おそらくは、
歴史上のエディゲ（エディジ）の名がこの物語に用いられたのであろうが、後述のように、『エデ
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ィゲ』の多くのヴァリアントに見られるエピソードに類似する場面もある。 
 この話の主人公エディジは末息子である。末息子、とくに三人兄弟の末弟が主人公となり、身内
の裏切りにあって異世界へ赴き、そこでさまざまな艱難辛苦を乗り越えて、成功をおさめるという
話はユーラシアの広範な地域に伝わる11。クルグズの英雄叙事詩『エル・トシュトゥク』やウイグル
の『勇士トゥグルク』、ウズベクの『勇士ケンジャ』、トルコの『地下世界の鷲』など、この類話
はテュルク系民族にも非常によく知られている。一連の類話は、よく知られた、アールネ・トンプ
ソンによる民話分類法の AT301 型（「熊のジョン」）の典型例であり、日本では『甲賀三郎』の伝
承と類似点が多い。主人公が末弟であるということは、遊牧民にしばしばみられる末子相続を連想
させる。たとえば、ユーラシアの遊牧民であったスキタイの「建国神話」が末弟の成功を描いてい
る12。 
 エディジは、幼少からの特異な能力と非凡な才能を示す。まだ幼いにもかかわらず、兄たちとと
もに行軍することを父親に強く訴える。ユーラシアの英雄叙事詩の主人公は、基本的に超自然的な
誕生や成長をするが、本作のエディジもまたその例に漏れない。父親は認めないが、秀でた能力を
もち、兄よりも優れていると主張する場面は、英雄としての特徴を示す。  
出陣を認められないエディジは家族たちと離れて、一人旅に出る。高い山に向かい、そこで馬を
屠り、エディジはその皮を剥いで身にまとう。この場面は、シャマニズムの考え方が反映されてお
り、大きな興味を引く。まず、「高い山」が意味するものは、山岳信仰と「垂直多層的世界観」に
もとづく天界を象徴するものであろう。たとえば、アルタイの伝承では、天上界の最上界には至高
神ウルゲンがおり、シャマンは儀式で天上界を旅し、ウルゲンにまみえる。「馬を屠りその皮をま
とうこと」は何を意味するのだろうか。ユーラシア各地の古墳からは多くの馬の骨が見つかってい
る。これはおそらく馬を屠って、埋葬や儀式に供したことを意味しよう。馬を屠ることは、古来シ
ャマンの儀礼においても不可欠なことであり、馬の供犠を行うことで「空の彼方の天上界の支配者
は人間に幸福と富〈家畜の繁殖〉を与えてくれると信じられていた」13。また馬の皮を身にまとうこ
とは、馬への「変身」を意味し、シャマンが巫術で特別な衣装を身に着けたり、脱魂や憑依によっ
て別人格になったりすることと重なる。この場面は古来のシャマニズム的な風習を表しているよう
だ。 
 馬に「変身した」エディジをつかみ、天へと連れ去るのは、別世界に住む鷲である。「別の世界」
へとエディジを連れていく鷲の存在もまた中央ユーラシアのシャマニズムを彷彿させる。シャマン
は儀礼において、精霊の助力を得ながら「天界への飛翔」を行う。このときシャマンは鳥の精霊の
                                                  
11 テュルク諸民族に伝わる、この種の類話については、拙稿「ユーラシアの『甲賀三郎』―テュル
クの英雄譚とシャマニズム」山本ひろ子編著『諏訪学』国書刊行会を参照。 
12 ヘロドトス著、松平千秋訳『歴史 中』岩波文庫、9-10 ページ。 
13 ミハーイ・ホッパール著、村井翔訳『シャーマニズムの世界』青土社、94 ページ。 
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力を借りるのだが、エディジを連れて飛ぶ鷲の役割は、巫術の鳥の精霊の役割と同様である。巫術
では馬などの犠牲を必要としたが、エディジのまとった馬の皮は、まさに儀礼において不可欠な犠
牲を具現しているといえるだろう。 
 エディジが赴いた、高い山にある「別の世界」とは、「垂直多層的世界観」における天界を暗示
するに違いない。「垂直多層的世界観」では地上界を天界と地下界がはさむ形で構成され、それぞ
れの世界には地上界とは別の社会が存在する。『エル・トシュテュク』や『ケンジャ・バトゥル』
などの類話では、主人公は地下世界に下り、そこから聖鳥に乗って地上世界に戻るが、「末息子の
物語」では地上世界から山の上（天界）へ向かう。いずれにおいても垂直性の世界像が提示されて
いる。 
高い山から金や銀を回収すると、老人はエディジのことは構わず、彼を見捨てて立ち去ってしま
う。エディジは裏切られて、「別の世界」に一人取り残された。このように「身内の裏切り」によ
り別の世界に残されることは、これらの類話において共通してみられることである。「身内の裏切
り」によって主人公が異郷でさまざまな苦難を乗り越え、ついに帰郷するという構成は、「エディジ」
やその類話の骨組みとして注目すべき点である。 
 「別の世界」で歩き回り、空腹となったエディジは、宮殿の中に入り、そこに生えているリンゴ
の実を食す。リンゴは中央ユーラシアでは、一種の「生命樹」と理解され、伝承の世界ではリンゴ
の実がしばしば大切な役割を担う。こうした生命樹・世界樹をめぐっては、タブーとともに言及さ
れることが多い。たとえば、『エル・トシュテュク』では、宿営してはならない木の下で夜を明か
した主人公の父が超自然的な存在の妖婆に狙われる。衛兵はエディジに、樹を傷つけないこと、リ
ンゴを持ち去らないこと、その木に降り立つ鳩には近づかないことを伝える。しかし、エディジは
最後のタブーを破り、鳩に近づき、その「羽衣」を盗んでしまった。 
タブーを犯したエディジは、衣をなくし、鳩の姿に戻れず、飛び立てなくなった娘を妻とする。
つまり、このエピソードはいわゆる「羽衣伝説」であり、「末息子の物語」は世界各地に広がる
「羽衣伝説」の一ヴァリアントでもあるのだ。「羽衣伝説」のモティーフは、多くの『エディゲ』
のヴァリアントにあらわれる。もっとも、それらにおいては、鳥の衣を脱ぎ沐浴していた娘はエデ
ィゲの母であり、「末息子の物語」における、娘がエディジの妻になるという展開とは異なる。
『エディゲ』の伝承に不可欠なモティーフとなっているこのモティーフが、変容しながらも、「末
息子の物」に見られることは、英雄伝承『エディゲ』の主人公の名が用いられていることと関係が
あるに違いない。『エディゲ』の伝承と「末息子の物語」は、まったく異なる物語であるが、両者
をこのエピソードが結びつけていると言えるかもしれない。 
 エディジの妻は、実は天界の「貴人」の娘であった。このことは、たとえばバシュコルトの英雄
叙事詩『ウラル・バトゥル』において、主人公ウラルの妻が天界の皇帝の娘であるのと類似する。
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エディジの妻が本来は高貴な娘であったことは、『エディゲ』の多くのヴァリアントで、エディゲ
の母が天女ペリであることとつながるだろう。天上界での妻に逃げられてしまうことは、宮殿の衛
兵が注意したタブーをエディジが破ったことにたいする報いであるとも理解される。ところが、逃
げ帰った妻は、父親が誰かわからぬため、彼女はウナウトカ（召使い）として不遇な身の上となっ
ていた。夫として姿を現したエディジは受け入れられ、祝宴でもてなされるが、結納が準備できな
かったため、「鹿は自分が生まれた場所に戻る」と「別の世界」では暮らすことができないことを
悟る。そして、往路と同様に二つの世界を結ぶ鷲に乗って地上界に下りてくるのである。 
 地上界に戻ると、裏切り者の義父にたいして、復讐こそしないものの、愛馬が見つからなければ、
殺すと言い放つ。この「内なる敵」にたいする主人公の態度は、英雄叙事詩『アルパムス・バトゥ
ル』の主人公が異郷から帰還して、「内なる敵」のウルタンに報復する構造とよく似ている。異世
界からの帰還の場面がある英雄伝承と、この「内なる敵」にたいする復讐や報復はセットになって
いるといえるだろう。ちなみに、エディジの「たとえ七つの魂があろうとも、おまえを殺す」とい
うセリフからは、中央アジアやシベリアに広くみられる、命が複数の魂から成り立っているという
霊魂観が見て取れる。たとえば、『エル・トシュトゥク』に登場する主人公の愛馬には 8 つの魂が、
主人公の敵には 40 もの魂があるとされる。 
物語の最後の場面では、エディジは鷲が地上から奪った金銀財宝を取り返したことになっている。
一般的に、中央ユーラシアの伝承における、天界や地下界とこの世界の行き来を担う「聖鳥」は主
人公の味方であり、主人公が「聖鳥」を殺すという展開は珍しい。もっとも、テキストの注釈にも
「エディジが鷲に勝利したという逸話はおそらく欠落した」14とあるように、本文中にエディジが鷲
を殺す描写は一切なく、皇帝への申告があるに過ぎない。鷲を殺す具体的な描写が不自然に欠けて
いることや、類似する伝承における主人公と聖鳥との良好な関係を鑑みると、エディジが鷲を殺し
たということは一種の「方便」であったのではないかとさえ解釈したくなる、いささか不可解な場
面である。 
物語は、エディジが長寿で幸せな人生を送ったと大団円に終わる。これは、兄弟の末弟を主人公
とし、身内の裏切りにあって異世界へ行き、そこから特別な力をもった鳥に乗って帰郷するという、
一連の類話の結末と同様である。この話はユーラシアに伝わる「熊のジョン」の系統の一例であり
ながら、ノガイ・オルダの創始者エディゲを範とした主人公エディジが活躍する、この地域ならで
はの特徴をもった英雄物語である。「羽衣伝説」や AT301 型系統のあらすじを包含するこの物語は、
周辺地域や世界各地の伝承研究に有益な物語としても注目すべきである。 
 
（さかい ひろき・和光大学表現学部） 
                                                  
14 Сказки Адыгских народов, Москва, 1978, С.361. 
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Summary: 
Adyge peoples, known as Circassian, living in Caucasus and other many places in the world, 
have great oral traditions. The most famous epic tale of Adyge is “Nart” epics, but Adyge has many 
heroic tales besides it.  
Ediji is one of the hero of Adyge’s heroic tales. He is identified to Edige who was the “founder” 
of Nogay Orda, which was situated in Qypchaq steps. Here I introduce from them two tales, “Khan 
Santemir and Khan Tokhtamysh” and “The tale of the youngest son”. 
The heroic tale “Khan Santemir and Khan Tokhtamysh “ based on historical fact in Central 
Eurasia, it tells us the relation Tokhtamysh Khan of Juchi Orda in 14c. and Timur of Timur Empire. 
The hero Ediji plays a brave role between Tokhtamysh Khan and Khan Santemir (Timur). 
The name of a hero of “the tale of the youngest son” is Ediji, too. But this tale isn’t based on 
historical fact. The tale is catalogued as Aarne-Thompson folktale typ 301 (“Bear’s Son Tale” or 
“The Three Stolen Princesees”). The heroic tales of this type are found among Turkic peoples in 
Central Eurasia, for example “Er Toshtik” (Kyrghyz), “Tugluk Batyr” (Uyghur), “Zumruduanka” 
(Turkey). It is interesting that the name of the hero of this tale adopted the famous historical ruler 
“Ediji”.  
It will be certainly that both of tales are precious material for studying folk tales of Central 
Eurasian Peoples. 
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